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◇学習指導の充実や指導方法の改善 

◇小学校中学年からの二極化、中１ギャップによる学力の低下に対応 

 

◇これまでの全国学力・学習状況調査結果から、小学校においては、基礎的・基本的な内容はある

程度定着しているものの、活用を問う内容は課題が見られる。また、中学校においては、改善

傾向にあるものの依然として厳しい状況にある。特に、活用を問うＢ問題の記述式の正答率が

低い傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度高知県学力定着状況調査の概要 

 

Ⅰ. 調査の目的 

本県の学力課題である小学校中学年からの二極化、中１ギャップによる学力の低下に

対応するために、小学校第５学年及び中学校第２学年の児童生徒の学力定着状況を把握

し、学習指導の充実や指導方法の改善に生かすとともに、各学校及び各教育委員会の学

力向上検証改善サイクルを確立する。 

 

Ⅱ. 調査の対象 

 （１）小学校調査 

    市町村（学校組合）立小学校第５学年 

 （２）中学校調査 

    市町村（学校組合）立中学校第２学年 

            県立中学校第２学年 

 

  ◇小学校解答児童数 

   国語 ６，１８８人   算数 ６，１８５人 

  ◇中学校解答生徒数 

   国語 ４，９５３人   社会 ４，９４５人 

   数学 ４，９３３人   理科 ４，９３４人 

   外国語（英語） ４，９３５人 

 

Ⅲ. 調査事項 

 （１）教科 

小学校…国語・算数 

中学校…国語・社会・数学・理科・外国語（英語） 

    ※外国語（英語）は、音声を聞いて答える問題も出題 

 （２）内容 

・基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等をみる問題 

・選択式・短答式・記述式の問題形式 

 

Ⅳ. 調査実施期間 

  平成２５年１月８日（火）～１月１１日（金） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全国学力・学習状況調査結果（平均正答率の経年変化） 

基礎的・基本的な知識・技能を活用することや思考したことを表現することに課題が見られる。 

小学校国語Ｂ                中学校数学Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 

 

２ 到達度把握調査結果 

中１段階における学力の低下傾向や小学校中学年からの学力の定着状況において二極化が見

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○過去の調査問題における課題改善の取り組みの検証を図る問題 

○複数の情報を関連付けて理解・解釈する問題 

○資料や情報に基づいて自分の考えを表現する問題 等         

これまでの学力調査結果等から明らかになった本県の課題と高知県学力定着状況調査作成の意図 

＜ 各 教 科 ＞ 

◇国語：目的や意図に応じて、複数の情報を関連付けて読み、内容を正確にとらえること 

◇国語：示された条件に即して書くこと 

◇算数：表やグラフから必要な情報を読み取ったり、言葉や数を使って表現したりすること 

◇数学：事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること 

◇社会：地図や資料から地理的事象を読み解くことや歴史を大きな流れでとらえること 

 ◇社会：基本的な知識と社会的事象とを関連付け、思考し判断すること 

◇理科：観察・実験の結果から法則や関係を説明すること 

◇理科：与えられた条件の中で、既習内容を活用して科学的に考察すること 

◇外国語：テーマに沿ってまとまりのある一貫した英文を書くこと 

（英語）：一定のまとまった量の英文から要点を適切に読み取ったり、聞き取ったりすること 

※調査結果の詳細については、『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』を参照。 

★基礎基本の定着 ★記述式の問題への対応 ★思考力・判断力・表現力等を育む言語活動の充実  

明 ら か に な っ た 課 題 

高知県学力定着状況調査 作成の意図 

※最も採択率の高い「標準学力調査」の結果をまとめたもの 



小学校

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

国語 68.8 56.8 38.6 65.9

数と計算 量と測定 図形 数量関係

算数 74.9 61.1 87.4 73.4

中学校

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

国語 57.0 62.5 49.9 70.4

世界の様々な地域 日本の様々な地域 中世の日本・近世の日本

社会 66.8 42.6 39.9

数と式 図形 関数 資料の活用

数学 55.8 59.1 37.3 44.3

物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域

理科 27.8 45.2 64.8 52.3

聞くこと 読むこと 書くこと

外国語（英語） 54.6 51.6 38.748.8

正答率（領域・内容）

正答率（領域・内容）

正答率（領域・内容）

教科に関する調査結果

48.3

48.3

48.4

高知県平均正答率（％）

高知県平均正答率（％）

高知県平均正答率（％）

正答率（領域・内容）
高知県平均正答率（％）

正答率（領域・内容）

高知県平均正答率（％）
正答率（領域・内容）

高知県平均正答率（％）
正答率（領域・内容）

64.4

高知県平均正答率（％）

60.9

73.2



小学校国語
【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率
（％）6,188 11.0/18 60.9

０問 0.1
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.2

２問 0.7
３問 1.7
４問 2.3
５問 3.4
６問 4.3
７問 6.2
８問 6.8
９問 8.0
10問 9.0
11問 8.9
12問 10.2
13問 9.8
14問 10.2
15問 7.7
16問 6.1
17問 3.9
18問 0.4

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

68.8 56.8 
38.6 

65.9 
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話すこと・

聞くこと

書くこと 読むこと 伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

(%) ２４高知

74.2 
56.7 

10.5 
0
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40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知
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０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問

（％）

68.8 56.8 
38.6 

65.9 

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

(%) ２４高知

○国語の平均正答率は６０．９％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえること

［７二 正答率２０．６％、無解答率７．４％］

※学習シート等との関連・参考

国語学習シート №70・106・110



小学校算数
【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率
（％）6,185 15.4/21 73.2

０問 0.0
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.1

２問 0.2
３問 0.2
４問 0.4
５問 0.6
６問 0.8
７問 1.5
８問 1.8
９問 2.6
10問 3.2
11問 4.7
12問 5.6
13問 6.5
14問 8.0
15問 9.2
16問 8.8
17問 10.9
18問 11.6
19問 10.6
20問 8.4
21問 4.3

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

74.9 
61.1 

87.4 
73.4 

0

20

40

60

80

100

数と計算 量と測定 図形 数量関係

(%) ２４高知

51.4 
77.5 67.0 

0

20

40

60

80

100

考え方 技能 知識・理解

(%) ２４高知

74.1 78.0 

20.8 
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問

（％）

○算数の平均正答率は７３．２％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・単位量当たりの大きさを比較し、どちらがお買い得かを説明

すること ［９（２） 正答率２０．８％、無解答率１．８％］

※学習シート等との関連

小学５年算数シート №16（単位量あたりの大きさ）



中学校国語
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率
（％）4,953 12.9/20 64.4

０問 0.2
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.4

２問 0.4
３問 0.8
４問 1.0
５問 1.8
６問 2.2
７問 2.8
８問 3.3
９問 4.2
10問 5.7
11問 7.8
12問 8.7
13問 9.9
14問 11.4
15問 12.1
16問 11.6
17問 9.0
18問 5.3
19問 1.2
20問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

57.0 62.5 
49.9 

70.4 

0

20

40

60

80

100

話すこと・

聞くこと

書くこと 読むこと 伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

(%) ２４高知

73.4 66.1 
9.1 

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問

（％）

57.0 62.5 49.9 
70.4 

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

(%) ２４高知

○国語の平均正答率は６４．４％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・複数の情報を関連付けて、分かりやすく説明すること

［１０三 正答率１７．５％、無解答率１５．６％］

※学習シート等との関連・参考

国語学習シート №12・26・42・60・62・63

国語指導改善資料集 P.104・105



中学校社会
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率
（％）4,945 13.5/28 48.3

０問 0.5
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.4

２問 0.7
３問 1.2
４問 1.7
５問 2.3
６問 3.5
７問 4.0
８問 4.7
９問 5.6
10問 5.9
11問 6.3
12問 6.2
13問 6.0
14問 6.7
15問 6.7
16問 6.6
17問 6.1
18問 5.7
19問 4.4
20問 4.1
21問 3.5
22問 2.8
23問 2.1
24問 1.3
25問 0.6
26問 0.3
27問 0.0
28問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

○社会の平均正答率は４８．３％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・日本の農業を活性化する工夫についての様々な資料を、分

類・考察し、分類した２つの視点を自分の言葉で表現すること

［４（２）Ａ 正答率４．５％、無解答率２３．０％

Ｂ 正答率７．２％、無解答率２４．３％］66.8 
42.6 39.9 

0

20

40

60

80

100

世界の様々な地域 日本の様々な地域 中世の日本・

近世の日本

(%) ２４高知

19.5 
45.4 52.0 

0

20

40

60

80

100

思考・判断・表現 技能 知識・理解

(%) ２４高知

56.0 43.9 
16.2 

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0
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10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

17

問

18

問

19

問

20

問

21

問

22

問

23

問

24

問

25

問

26

問

27

問

28

問

（％）



中学校数学
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率
（％）4,933 11.1/23 48.3

０問 1.1
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 1.2

２問 2.2
３問 2.8
４問 3.6
５問 4.1
６問 5.0
７問 5.4
８問 5.3
９問 6.6
10問 7.0
11問 7.2
12問 7.0
13問 7.7
14問 7.2
15問 6.2
16問 5.1
17問 4.9
18問 4.1
19問 2.7
20問 2.0
21問 1.0
22問 0.5
23問 0.1

問題形式

高知県（公立）
正答数

（割合（％））

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

55.8 59.1 
37.3 44.3 

0

20

40

60

80

100

数と式 図形 関数 資料の活用

(%) ２４高知
○数学の平均正答率は４８．３％で、例えば、次のような課題が

見られた。

・具体的な事象における一次関数の関係を式で表すこと

［３（５）① 正答率４．１％、無解答率４３．２％］

・与えられた事象における２つの数量の関係を表すグラフを指摘

すること ［３（５）② 正答率１６．３％、無解答率１０．５％］

41.7 51.2 46.4 

0

20

40

60

80

100

見方や考え方 技能 知識・理解

(%) ２４高知

47.8 49.6 
34.6 

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 22問 23問

（％）

※学習シート等との関連

中学２年数学シート №16（１次関数の利用）



中学校理科
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率
（％）4,934 13.1/27 48.4

０問 0.6
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.6

２問 1.4
３問 1.8
４問 2.8
５問 2.9
６問 3.8
７問 3.9
８問 4.5
９問 4.5
10問 5.4
11問 6.3
12問 6.6
13問 6.5
14問 6.1
15問 6.9
16問 5.8
17問 6.3
18問 5.5
19問 4.9
20問 3.9
21問 3.2
22問 2.7
23問 1.6
24問 1.0
25問 0.4
26問 0.1
27問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

27.8 
45.2 

64.8 52.3 

0

20

40

60

80

100

物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域

(%) ２４高知

61.6 
42.1 

21.3 
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

17

問

18

問

19

問

20

問

21

問

22

問

23

問

24

問

25

問

26

問

27

問

（％）

20.7 
50.1 52.4 

0

20

40

60

80

100

思考・表現 技能 知識・理解

(%) ２４高知

○理科の平均正答率は４８．４％で、例えば、次のような課題が

見られた。

・豆電球の直列つなぎ、並列つなぎなどに関する知識を活用し

て、他者の実験方法を検討し改善して、正しい実験方法を説明す

ること ［４（３） 正答率３．５％、無解答率２４．７％］

※学習シート等との関連

中学２年 高知県理科思考力問題集 中２－０１



中学校外国語（英語）
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率
（％）4,935 11.7/24 48.8

０問 0.3
正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.1

２問 0.3
３問 0.4
４問 1.2
５問 2.1
６問 4.5
７問 6.3
８問 8.0
９問 8.7
10問 9.7
11問 10.1
12問 9.2
13問 8.1
14問 6.4
15問 6.0
16問 4.5
17問 4.0
18問 3.2
19問 2.6
20問 1.9
21問 1.1
22問 0.7
23問 0.5
24問 0.3

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点
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(%) ２４高知

○外国語（英語）の平均正答率は４８．８％で、例えば、次のよ

うな課題が見られた。

・感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることがで

きるよう、書かれた内容や考え方などをとらえること

［８（２） 正答率２５．４％、無解答率２９．８%］

※学習シート等との関連

英語ライティングシート Ⅲテーマ作文編

「観光地を紹介しよう」
短答式の出題

はありません



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校の子どもたちのよさを生かし、 

さらに充実・発展させるための取り組み 

 

○小学校算数において、小数、分数の計算については相当数の児童ができており、無解答率が低

い。 

○小学校では、全国学力・学習状況調査と同一の趣旨の問題において改善の見られるものもある。

（小学校国語７四、小学校算数２（１）） 

●どの教科においても、一問も正答できなかった児童生徒が見られる。 

●記述式問題において、正答率が選択式、短答式と比べ大きく下回り、無解答率が高い。 

●「思考・判断・表現」の観点における正答率が、他の観点と比べて低い。 

本調査の分析から、次のことが見えてきました 

 

 
１ 子どもたち一人一人の成果と課題を 

把握し、適切な指導を行う。 
（例）学習シート等を活用した個別指導や 

補充学習を行う。 

 

 
２ 調査を活用した検証改善サイクルを 

確立する。 
 
 
 
 
 
 
（例）数学科における調査等を活用した一例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（例）各教科で身に付けさせたい力の定着を 

図り、指導方法の工夫改善を行う。 

 
３ 組織としての協力体制を確かにし、 

授業改善の方向性を明確にもち、その 
質を高めていく。 
（例）誤答分析を行い、子どもたちの強み・

弱みから改善のポイントを明らかに 

する。 

（各学校や小中連携における分析） 

 

読み解く力・説明する力・記述する力等を 

育てていく授業づくりを大切にしましょう 

・子どもたちの「なぜかな？」（入口）が 

「なるほど！」「もっと知りたい」（出口） 

になるよう学習過程を大切にした授業 

・何を指導すべきかを明確にし、指導し 

た内容が身に付いたかを評価する学習 

指導のＰＤＣＡを生かした授業 

・自分の考えを、根拠をもって表現し、 

他者との交流を通して深めることので 

きる授業 

次の学年を迎える前に 
今、やっておくこと 

課題改善の取り組みを進め、学力調査等を活用し、その効果を検証しましょう。 


